
N o . 1 4 - 11 2  

第 1 回 ア ジ ア ダ イ ナ ミ ク ス 国 際 交 流 シ ン ポ ジ ウ ム  

 

企 画  機 械 力 学 ・ 計 測 制 御 部 門  

日 程  2 0 1 4 年 8 月 2 8 日 （ 木 ） 1 4 : 1 5～ 1 6 : 1 5  

会 場  上 智 大 学  四 谷 キ ャ ン パ ス  特 別 講 演 室  

趣 旨   

本 部 門 は 日 本 機 械 学 会 を 代 表 す る 一 部 門 と し て 着 実 に 成 長 を 遂 げ て き ま し

た 。一 方 で ，欧 州 に お け る 国 を 超 え た E U 単 位 で の 研 究 協 力 体 制 の 構 築 や ，

米 国 機 械 学 会 へ の 情 報 集 中 の 様 子 を 見 る に ， 今 後 本 部 門 の 国 際 的 位 置 づ け

を 確 固 た る も の と す る 必 要 性 が あ ろ う と 考 え ら れ ま す ．そ こ で 、ア ジ ア の 一

員 と し て 、 周 囲 の 国 々 に お け る 学 会 活 動 や 研 究 の 動 向 に つ い て も 把 握 す る

こ と を 目 的 と し た 国 際 交 流 シ ン ポ ジ ウ ム を 企 画 し ま し た 。 ア ジ ア 各 国 の 動

向 に つ い て の 情 報 交 換 ，交 流 の 場 を 設 け ，今 後 の 国 際 的 な 協 働 体 制 や そ の た

め の 企 画 立 案 の 礎 を 築 く べ く 、 ア ジ ア 5 カ 国 か ら 当 該 部 門 の キ ー パ ー ソ ン

を 招 聘 し 、 今 後 の ア ジ ア に お け る 国 際 交 流 に 関 す る 意 見 交 換 を 行 い ま す 。  

 

プ ロ グ ラ ム    

1 4 : 1 5～ 1 4 : 2 0  趣 旨 説 明  

1 4 : 2 0～ 1 5 : 3 5  各 国 代 表 講 師 に よ る 講 演 （ 各 1 5 分 ）  

講 演 題 目：「 自 国 に お け る ダ イ ナ ミ ク ス 分 野 の 活 動 状 況 お よ び 国 際 連 携

の 展 望 」  

韓 国 ： P r o f .  N o - C h e o l  P a r k  ( Yo n s e i  U n i v e r s i t y )  

中 国 ： P r o f .  WA N G  H a o  ( S h a n g h a i  J i a o  To n g  U n i v e r s i t y )  

タ イ ： P r o f .  V i b o o n  S a n g v e r a p h u n s i r i  

 ( C h u l a l o n g k o r n  U n i v e r s i t y )  

マ レ ー シ ア ： D r.  A m i n u d i n  H j  A b u   

( M a l a y s i a - J a p a n  I n t e r n a t i o n a l  I n s t i t u t e  o f  Te c h n o l o g y )  

日 本 ： 梶 原 逸 郎 （ 北 大 ）（ 機 械 力 学 ・ 計 測 制 御 部 門  部 門 長 ）  

1 5 : 3 5～ 1 6 : 1 5  講 師 全 員 に よ る パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン  

 司 会 ： 曄 道 佳 明 （ 上 智 大 ）  

 

使 用 言 語   英 語 （ 同 時 通 訳 は ご ざ い ま せ ん ）  

参 加 登 録 費   無 料  

参 加 方 法  当 日 会 場 ま で 直 接 お 越 し く だ さ い 。  

問 合 せ 先  日 本 機 械 学 会  担 当 職 員 ： 大 竹 英 雄  

電 話 0 3 - 5 3 6 0 - 3 5 0 5  E - m a i l : o t a k e @ j s m e . o r. j p  


